
付録

MY KID’S DIARY
カメラと歩く

魚の環世界 12

N’S COLUMN 1 1

続・ぼくの映画館は家から5分 10

はれのち句もり 9

昭和残照 8

メモランダム・本のデザイン 6

コリアン・ポエムの夕べ　 1

思い出のクリフォード 5

日日読書 5

Originally September 2024



んは骨格のしっかりしたすご～く大きな女性、金素雲さんは身長はそれほどでもない
が風格があり大きく見えたとのこと。茨木さんの凛々しい立ち姿はなんとなく想像出
来た。素雲さんを描くのに助けになったのは1980年放送のドキュメンタリー番組 
「鳳仙花・近く遥かな歌声」。ところどころに素雲さんのやさしく穏やかな佇まいが見
られる。ラフスケッチの上に紙を置き、オイルパステルを軽くにぎってトレースする。
こどものように描こうとすると作為的になってしまうので「普通」に描いてみよう。
出来上がった絵をBGXさんに「違ったら描き直します」と一言添えて送る。ヘタの
塩梅はこれくらいでいいのか？　いつもわたしは自信がないのだ。

ごくヘタに描いてください。こどもが描く絵くらい」と日下さんが言って、
なーんだ、わたしの得意分野だよと思った。沢さんによると、茨木のり子さ「す
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いた。他にも彼女の小説を読みたくなり買ったのが本書。9月の鳥取
旅行が台風で止めになった連休、自室に籠り読み耽った。
主人公の女性が、亡き祖母が物書きを志していたことを知り、自分

も小説を書くようになり作家となる。長く付き合う彼氏は学生時代か
ら業界人として活躍するが、やがて彼女への態度を変容させる……。
筋立てとしては特別めずらしいものではない。
角田作品は、ずっと読み続けていたい、という心地になる。筋を追

う面白さというよりも、作品世界に吞み込まれる幸福感がある。登場
人物の年齢性別職業等にかかわらず、幸不幸にかかわらず、人生とい
うものの感触をありありと伝える。それは氏の文章が過不足ない正確
さで紡がれているから。読む喜びに浸らされる。

田さんの小説を読んだことがなかったが、先日文芸誌に載って
いた短編を読んだら惹き込まれ、読み終わった時には放心して角

London Books
616-8366　京都市右京区嵯峨天龍寺今堀町22

日日読書
大西良貴
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おおにし・よしたか　1974年、京都府生まれ。京都嵯峨嵐山にある古書店
London Books店主。文芸書を中心に、人文書、美術書、絵本、サブカル
チャーなどを扱う。観光客と地元の人に支えられ営業を続ける。

角田光代
『私のなかの彼女』

新潮文庫／2016年

司
書
が
い
て
、
夏
休
み
も
開
い
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
戦
後
ま
も
な
く
、
あ

る
校
長
先
生
が
P
T
A
に
呼
び
か
け
て
、

日
本
が
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
よ
う
に
、

子
ど
も
が
自
分
で
考
え
る
人
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
司
書
を
配
属
し
た
の

が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。
岡
山
県
立
図
書

館
が
貸
出
数
、
来
館
者
数
で
日
本
一
を
誇

っ
て
き
た
の
は
、
そ
う
い
う
背
景
も
あ
る

気
が
し
ま
す
。
2
週
間
お
き
に
通
う
県
立

図
書
館
で
、
い
つ
か
本
に
囲
ま
れ
て
う
た

い
た
い
と
夢
見
て
き
ま
し
た
。
現
在
地
に

移
転
し
て
20
周
年
の
節
目
に
、
め
で
た
く

実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
せ
っ
か

く
な
ら
祖
父
、
金
素
雲
と
茨
木
の
り
子
を

テ
ー
マ
に
し
よ
う
。
夢
は
さ
ら
に
ふ
く
ら

み
ま
し
た
。
茨
木
の
り
子
は
夫
を
亡
く
し

た
50
歳
近
く
か
ら
韓
国
語
を
学
び
始
め
ま

し
た
。
そ
の
動
機
に
つ
い
て
、
10
代
半
ば

山
に
引
越
し
て
10
年
。
子
ど
も
が

通
う
学
校
の
図
書
室
に
は
専
属
の

岡

に
読
ん
だ
金
素
雲
訳
編
の
『
朝
鮮
民
謡

選
』（
岩
波
文
庫
）
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
二

人
の
こ
と
ば
の
響
き
、
リ
ズ
ム
は
、
も
は

や
私
の
か
ら
だ
の
一
部
で
す
。
必
ず
い
い

チ
ラ
シ
と
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ

る
と
確
信
し
て
い
ま
し
た
。
霜
田
さ
ん
の

絵
も
最
高
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ニ
ヒ

ル
な
感
じ
が
よ
く
出
て
る
。
が
ぜ
ん
や
る

気
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
い
い
コ
ン
サ
ー

ト
に
な
る
ぞ
。

チ
ラ
シ・
裏

沢
知
恵

夢
を
後
押
し
す
る

デ
ザ
イ
ン

Stan Getzスタン•ゲッツ
1927-1991

ボ

もり・えいじろう　1948年、京都府生まれ。関西のタウン
情報誌「プレイガイドジャーナル」の表紙、野外コンサー
ト「春一番」ポスター、『荷風と東京「断腸亭日乗」私
註』（川本三郎 著）、絵本『おとうさんのうまれた うみべ
のまちへ』など。

ン・ゲッツとブラジルの歌手でギタリストのジョ
アン・ジルベルトの「ゲッツ／ジルベルト」とい
うレコード（1964年）だと思う。その中のジョア
ン・ジルベルトの嫁さんのアストラッド・ジルベ
ルトが歌った「イパネマの娘」が大ヒッして日本
中にボサ・ノヴァブームが起きた。この欄で以前、
チェット・ベイカーの最後のアルバム「レッツ・
ゲット・ロスト」が僕が買った最後のレコードで
ある、と書いたけど、スタン・ゲッツが麻薬やア
ルコール中毒の後、癌による長い闘病生活の中、
亡くなる3ヶ月前に録音した2枚組ライブ・アル
バム「ピープル・タイム」（ボサ・ノヴァではない）
は僕が買った最初のCDです。

サ・ノヴァという音楽を初めて聴いたのは
ジャズ・テナー・サックスの名手、スタ

森英二郎
思い出のクリフォード 18
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日
下
潤
一

『
工
作
教
室
』室
靖
そ
の
3

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
・
本
の
デ
ザ
イ
ン

25

（
筑
摩
書
房
／
1
9
5
2
年
／
四
六
判
上
製
）

今月
はページがもらえたので「工作教室」をもう一回、巻末付録の大きな製
図を紹介します。折りたたまれて3種類。グライダーが2種（5分の1の

機体、原寸のプロペラと翼。10分の8の部品図）。機関車（10分の8）。見返しは前
後が違う絵柄。この時代にこんなデザインを考えるひとがいる。各巻共通か、また
は、それぞれの見返しに工夫があるのか、このシリーズの全100巻を見たい。この
見返しは星座で、前はペガサス、後はくじら座。フランス語で星座名。ピンクに白
抜きの描線と文字。こんな中学生全集が刊行された1952年はどんな時代だったの
だろう。附図の前の最後のページ「読者のために」は、こうしめくくられている。
「少年少女にとって、ものを作るということが、どんなに大切なことであるかにつ
いて書いたつもりです。わが国の大人の社会ではそういうことがよくわかっていな
いのです。そのことは日本という社会にとって一つの不幸であると思います。」

前
見
返
し

後
見
返
し

機
関
車
設
計
図
（
8―

10
）グ

ラ
イ
ダ
ー
部
品
図
（
8―

10
）

グ
ラ
イ
ダ
ー
設
計
図
（
1
―
5
）・
プ
ロ
ペ
ラ
と
翼
型
（
1―
1
）

7 6



の
予
備
知
識
も
な
し
に
観
た
け
ど
圧
巻
だ
っ
た
！
　
ア
フ

リ
カ
北
東
部
の
ジ
ブ
チ
で
フ
ラ
ン
ス
外
国
人
部
隊
の
副
隊

何長をや
っ
て
い
た
ガ
ル
ー
の
回
想
で
映
画
は
語
ら
れ
る
。

あ
る
日
サ
ン
タ
ン
と
い
う
新
兵
が
部
隊
に
加
わ
る
。
サ
ン
タ
ン

は
す
ぐ
に
み
ん
な
の
人
気
者
に
な
っ
た
。
ガ
ル
ー
は
嫉
妬
す
る
。

嫉
妬
の
あ
ま
り
サ
ン
タ
ン
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
…
…
と
い
う
の
が

話
の
筋
だ
が
、
回
想
が
あ
る
か
ら
わ
か
る
も
の
の
、
ド
ロ
ド
ロ
し

た
関
係
は
映
ら
な
い
。
言
葉
で
説
明
し
ち
ゃ
う
映
画
は
つ
ま
ら
な

い
は
ず
な
の
に
、
筋
立
て
は
一
応
観
客
の
頭
に
入
れ
て
お
い
て
後

は
映
像
で
勝
負
！
　
と
い
う
信
念
が
あ
る
。

部
隊
に
は
ど
こ
か
の
ん
び
り
し
た
雰
囲
気
が
あ
る
。
街
で
遊
ぶ

兵
士
た
ち
は
異
邦
人
。
海
、
太
陽
、
奇
岩
の
風
景
の
中
で
繰
り
返

さ
れ
る
訓
練
。
褐
色
に
焼
け
た
兵
士
た
ち
の
肉
体
。
ア
イ
ロ
ン
が

け
も
任
務
の
う
ち
。
ガ
ル
ー
は
し
わ
く
ち
ゃ
な
服
は
許
さ
な
い
。

ど
こ
か
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
よ
う
な
演
出
を
感
じ
る
。
　
　

ガ
ル
ー
を
演
じ
る
の
は
レ
オ
ス
・
カ
ラ
ッ
ク
ス
『
ポ
ン
ヌ
フ
の

恋
人
』
の
ド
ニ
・
ラ
ヴ
ァ
ン
。
つ
い
カ
ラ
ッ
ク
ス
の
『
ア
ネ
ッ
ト
』

（
2
0
2
1
）
と
比
べ
て
し
ま
う
。
全
編
歌
い
っ
ぱ
な
し
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
で
ぐ
っ
た
り
し
た
（
や
た
ら
脱
ぐ
ア
ダ
ム
・
ド
ラ
イ
バ
ー

の
裸
に
も
胃
も
た
れ
。
脱
が
な
き
ゃ
好
き
な
俳
優
）。

絵
画
は
純
粋
化
が
進
ん
で
抽
象
画
に
な
っ
た
時
、
絵
の
美
味
し

さ
ま
で
捨
て
て
し
ま
っ
た
。『
美
し
き
仕
事
』
は
映
画
の
美
味
し

さ
だ
け
を
残
し
て
純
粋
化
し
た
よ
う
な
素
晴
ら
し
き
仕
事
だ
っ
た
。

伊
野
孝
行

続

いの・たかゆき　1971年、三重県生まれ。イラストレーター。第44
回講談社出版文化賞、第53回高橋五山賞。著書に『画家の肖像』『と
なりの一休さん』などがある。テレビアニメに「オトナの一休さん」。
最新刊は南伸坊さんとの対談本『いい絵だな』。
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の
と
き
、
渥
美
清
は
役
柄
の
ニ
セ
坊
主
の
衣
装
の
ま

ま
仏
具
店
に
飛
び
込
ん
で
「
田
所
康
男
之
霊
」
と
本

名
だ
け
の
位
牌
を
つ
く
っ
た
。
小
豆
島
で
は
、
わ
ざ

わ
ざ
尾
崎
放ほ

う

哉さ
い

の
墓
を
詣
で
た
。
付
き
人
が
、
渥
美

さ
ん
の
知
っ
て
る
人
？
　
と
尋
ね
る
と
「
死
ぬ
ま
で

に
一
度
演や

っ
て
み
た
い
人
だ
よ
」
と
こ
た
え
た
。

一
高
、
東
大
法
学
部
を
出
て
保
険
会
社
の
幹
部
社

員
と
な
っ
た
放
哉
は
、
酒
癖
の
異
常
な
悪
さ
か
ら
二

度
会
社
を
し
く
じ
り
、
妻
に
も
去
ら
れ
た
。
そ
の
後

は
各
地
で
寺
男
と
な
り
、
最
後
は
小
豆
島
の
堂
守
と

し
て
結
核
と
栄
養
失
調
で
死
ん
だ
。
四
十
一
歳
で
あ

っ
た
。「
さ
び
し
い
ぞ
　
ひ
と
り
五
本
の
ゆ
び
を
開

い
て
み
る
」「
入
れ
も
の
が
な
い
　
両
手
で
受
け

る
」
な
ど
の
自
由
律
俳
句
を
残
し
た
漂
泊
俳
人
に
惚

れ
込
ん
だ
渥
美
清
は
、
早
坂
暁
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

脚
本
を
依
頼
し
た
が
、
遅
筆
の
早
坂
だ
か
ら
結
局
間

に
合
わ
な
か
っ
た
。

肝
炎
が
肝
が
ん
に
進
行
、「
も
う
、
お
れ
は
長
い

こ
と
な
い
よ
」
と
付
き
人
に
弱
音
を
吐
い
た
の
は
九

〇
年
秋
の
第
四
十
三
作
撮
影
中
で
、
ア
エ
ラ
句
会
最

後
の
出
席
は
九
四
年
六
月
五
日
で
あ
っ
た
。
亡
く
な

っ
た
の
は
九
六
年
八
月
四
日
、
六
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

誰
も
知
ら
な
か
っ
た
渥
美
清
の
自
宅
を
探
し
て
、
山

田
監
督
や
倍
賞
千
恵
子
が
弔
問
し
た
と
き
に
は
、
彼

は
す
で
に
小
さ
な
箱
に
入
っ
て
い
た
。

お
遍
路
が
一
列
に
行
く
虹
の
中

ア
エ
ラ
句
会
で
の
風
天
最
後
の
こ
の
句
は
『
カ
ラ

ー
版
・
新
日
本
大
歳
時
記
』
春
の
章
に
、
虚
子
、
橋

本
多
香
子
の
句
と
と
も
に
と
ら
れ
た
。

せきかわ・なつお　1949年、新潟県生まれ。作家。代表作に
『海峡を越えたホームラン』（双葉社／第7回講談社ノンフィクショ
ン賞）『「坊っちゃん」の時代』（双葉社／谷口ジローと共作・第2回
手塚治虫文化賞）、近著に『人間晩年図巻』シリーズ（岩波書店）。

イラストレーション………南伸坊

松
竹
大
船
撮
影
所
の
待
ち
時
間
に
渥
美
清

が
実
演
し
て
く
れ
た
香や

し
具
師
の
口
上

に
感
心
し
た
山
田
洋
次
は
、
渥
美
に
ア
テ
書
き
し
た

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の
脚
本
を
自
ら

演
出
し
て
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
）
秋
、
フ
ジ
テ
レ

ビ
か
ら
放
映
し
た
。

十
五
歳
で
家
出
し
て
テ
キ
ヤ
と
な
っ
た
車
寅
次
郎

が
二
十
五
年
後
、
葛
飾
柴
又
の
叔
父
の
団
子
屋
「
と

ら
や
」
に
ひ
ょ
っ
こ
り
顔
を
出
す
。
彼
は
、
自
分
が

美
女
に
惚
れ
ら
れ
た
と
信
じ
る
粗
忽
者
で
、
美
女
を

「
マ
ド
ン
ナ
」
と
呼
ぶ
の
は
漱
石
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

の
流
用
で
あ
る
。

自
己
都
合
の
「
物
語
」
は
必
ず
破
綻
す
る
。
夜
の

「
と
ら
や
」
の
窓
あ
か
り
を
見
な
が
ら
舎
弟
分
の
佐

藤
蛾
次
郎
に
、「
俺
た
ち
は
な
、
あ
あ
い
う
小
さ
な

幸
せ
に
埋
没
し
ち
ゃ
い
け
ね
え
ん
だ
ぞ
」
と
つ
ぶ
や

く
寅
次
郎
は
、
ひ
と
山
当
て
る
つ
も
り
で
奄
美
大
島

に
ハ
ブ
獲
り
に
行
き
、
噛
ま
れ
て
死
ぬ
。

さ
し
て
視
聴
率
は
高
く
な
か
っ
た
の
に
、
寅
次
郎

の
死
に
抗
議
が
殺
到
し
た
。
売
れ
る
企
画
の
な
か
っ

た
当
時
の
松
竹
は
山
田
洋
次
に
寅
次
郎
を
生
き
返
ら

せ
て
も
ら
い
、
映
画
版
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
を
五
ヵ

月
後
に
封
切
っ
た
。
客
入
り
好
調
だ
っ
た
の
で
、
さ

ら
に
四
ヵ
月
の
う
ち
に
三
本
つ
く
っ
た
が
、
う
ち
二

渥
美
風ふ

う

天て
ん

の
俳
句
2

す
だ
れ
打
つ
夕
立
聞
く
や
老
い
し
猫

関
川
夏
央

昭
和
残
照
二
十
六

本
は
山
田
洋
次
以
外
が
監
督
し
た
。

無
茶
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
腹
を
立
て
た
山
田
洋
次

は
、
シ
リ
ー
ズ
を
終
わ
ら
せ
る
つ
も
り
で
七
〇
年
の

お
盆
映
画
『
望
郷
篇
』
を
撮
る
と
、
客
入
り
は
さ
ら

に
伸
び
た
。
し
か
し
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
の
シ

リ
ー
ズ
が
九
六
年
ま
で
の
二
十
七
年
間
、
四
十
七
作

も
つ
づ
く
と
は
誰
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

す
だ
れ
打
つ
夕
立
聞
く
や
老
い
し
猫　
　

風
天

雨
蛙
木
々
の
涙
を
仰
ぎ
見
る

乱
歩
読
む
窓
の
ガ
ラ
ス
に
蝸か

た
つ
む
り

牛

風
天
・
渥
美
清
が
肝
炎
を
発
症
し
た
の
は
一
九
八

二
年
、
五
十
四
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
右
肺
切
除
手

術
で
輸
血
し
た
売
血
か
ら
感
染
し
た
ウ
イ
ル
ス
が
、

二
十
五
年
後
に
暴
れ
だ
し
た
の
で
あ
る
。『
男
は
つ

ら
い
よ
』
第
三
十
二
作
（
八
三
年
）
備
中
高た

か

梁は
し

ロ
ケ

長野県軽井沢町・酢重ギャラリー
2024年10月11日（金）～ 11月5日（火）
10:00～18:00　会期中無休

伊野孝行個展◆「歩いているうちになんとなく」
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の
棚
に
な
ぜ
か
新
刊
書
が
あ
っ

た
。『
凡
児
無
法
録̶

「
こ

古
本
屋

ん
な
話
が
お
ま
ん
ね
や
」
漫
談
家
・
西
條
凡
児
と
そ

の
時
代
』。
そ
れ
が
戸
田
学
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

こ
の
後
戸
田
の
著
作
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
、
出
る
と
必

ず
買
っ
た
。
僕
が
映
画
誌
に
浜
村
淳
と
戸
田
の
共
著

の
書
評
を
書
い
た
ら
、
僕
の
映
画
の
上
映
に
顔
を
出

し
て
く
れ
知
り
合
っ
た
。

僕
の
大
好
き
な
上
方
芸
能
や
映
画
に
つ
い
て
、
こ

の
人
と
毎
日
で
も
語
り
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
付
き
合
い
だ
す
と
「
毎
日
は
キ
ツ
イ
ぞ
」
と

す
ぐ
分
か
っ
た
。
若
き
日
、
桂
枝
雀
の
「
弟
子
と
い

う
よ
り
か
は
子
分
」
だ
っ
た
戸
田
は
、
枝
雀
に
「
何

か
面
白
い
こ
と
は
な
い
で
す
か
な
ぁ
？
」
と
言
わ
れ

て
は
喋
り
捲
り
、
桂
米
朝
一
門
の
宴
会
で
も
モ
ノ
マ

ネ
を
演
じ
た
並
外
れ
た
芸
達
者
だ
。
飲
む
ほ
ど
に
酔

う
ほ
ど
に
話
題
は
無
尽
蔵
で
四
方
八
方
、
声
色
混
じ

り
の
し
ゃ
べ
く
り
は
相
槌
一
つ
許
さ
な
い
。
嘘
や
と

思
う
な
ら
、
ま
ぁ
い
っ
ぺ
ん
飲
ん
で
み
な
は
れ
。

戸
田
の
新
刊
『
随
筆
　
上
方
芸
能
ノ
ー
ト
　
落

語
・
漫
才
・
興
行
』（
青
土
社
）
が
出
た
。
新
聞
・
雑

誌
に
書
い
た
人
物
評
、
追
悼
文
、
落
語
会
評
、
書
評
、

往
年
の
名
画
座
紹
介
等
を
集
め
た
。
こ
の
多
彩
な
原

稿
の
源
泉
は
戸
田
の
類
い
稀
な
る
行
動
力
、
何
よ
り

恐
る
べ
き
記
憶
力
だ
。

階
段
を
降
り
た
も
ぎ
り
の
横
は
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

が
奥
へ
と
続
き
、
売
店
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
正
面

は
ト
イ
レ
。
反
対
に
も
ぎ
り
を
左
折
す
る
と
奥
行
き

の
狭
い
通
路
が
あ
っ
た
。（「
天
王
寺
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ネ

マ
」）大

阪
と
神
戸
の
懐
か
し
の
映
画
館
を
何
館
も
詳
述

す
る
、
そ
の
記
憶
力
に
圧
倒
さ
れ
る
。
彼
が
敬
愛
す

る
淀
川
長
治
を
思
い
出
さ
せ
る
。

正
岡
容
、
四
代
目
米
團
治
、
五
代
目
松
鶴
、
そ
し

て
米
朝
ら
芸
の
記
録
者
た
ち
、
あ
る
い
は
小
沢
昭
一
、

上
岡
龍
太
郎
の
よ
う
に
自
ら
芸
を
再
現
し
解
説
・
分

析
す
る
実
演
者
の
系
譜
に
も
、
戸
田
は
連
な
る
。

「
芸
を
書
き
残
す
」
の
一
文
は
、
戸
田
の
志
向
と
方

法
論
が
記
さ
れ
興
味
深
い
。「
関
西
に
は
記
録
文
化

そ
の
も
の
が
な
い
言
い
切
っ
て
よ
い
。
芸
能
に
つ

い
て
の
書
籍
も
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
交
遊
録
、〝
生
き
ざ

0

0

0 

0

ま0

〞」
ば
か
り
。
戸
田
は
「
芸
そ
の
も
の
を
読
み
た

い
。
な
い
な
ら
自
分
で
書
く
し
か
な
い
。」
と
仕
事

の
出
発
点
を
記
す
（
別
稿
で
秋
田
實
、
藤
田
富
美
恵
、

肥
田
晧
三
、
橋
本
礼
一
や
織
田
正
吉
ら
先
行
者
を
紹

介
し
、
敬
意
を
表
し
て
い
る
）。

「
諸
先
輩
方
の
話
芸
や
執
筆
方
法
も
遣
っ
て
芸
そ
の

も
の
を
書
き
つ
け
れ
ば
よ
い
。」
と
、
西
條
凡
児
の

漫
談
や
米
朝
の
落
語
の
活
字
化
例
を
披
露
す
る
。

「
関
西
の
芸
能
仕
事
は
ム
ラ
社
会
。
同
業
と
い
う
人

た
ち
か
ら
執
筆
に
つ
い
て
の
嫌
が
ら
せ
や
妨
害
を
多

く
受
け
た
。」
と
書
き
、「
何
か
始
め
よ
う
と
す
る
と

何
も
し
な
い
奴
が
必
ず
邪
魔
を
す
る
」
と
大
河
ド
ラ

マ
の
佐
久
間
象
山
の
台
詞
を
心
に
刻
む
。
そ
し
て
、

「
私
の
よ
う
な
仕
事
は
孤
高
を
保
つ
こ
と
が
肝
要

だ
。」
と
真
摯
な
決
意
表
明
で
締
め
る
。

最
後
に
戸
田
な
ら
で
は
の
芸
人
ス
ケ
ッ
チ
を
紹
介

し
よ
う
。
あ
る
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
横
山
ノ
ッ

ク
と
上
岡
龍
太
郎
に
遭
遇
す
る
。
ノ
ッ
ク
が
、

「
ぼ
く
、
実
は
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
て
ん
ね
ん
」

上
岡
は
ノ
ッ
ク
の
顔
を
見
て
ポ
ン
と
言
っ
た
。

「
ほ
ぅ
…
そ
れ
で
頭
が
禿
げ
て
ん
の
か
？
」

「
い
や
、
こ
れ
は
前
か
ら
…
…
」

結
局
、
こ
れ
が
二
人
の
最
後
の
会
話
に
な
っ
た
ら

し
い
。

「
関
西
の
笑
い
」
の
最
高
峰
コ
ン
ビ
と
し
て
、
改
め

て
拍
手
を
贈
り
た
い
ほ
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

　戸
田
学
と
い
う
お
の
こ
は
得
が
た
い
稀
有
な
書
き

手
で
あ
る
。
飲
み
手
で
も
あ
る
。
ま
ぁ
い
っ
ぺ
ん
飲

ん
で
み
な
は
れ
。

戸
田
学
と
い
う
お
の
こ

西
岡
琢
也

36

な
の
は
む
し
ろ
、
恋
の
物
思
い
が
、
寒
柝
の
突
如
の

響
き
に
断
ち
切
ら
れ
た
、
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
、
気
付
き
の
「
け
り
」
の
お
手
本
の
よ
う
な
使

い
方
。
柴
兮
（
読
み
は
サ
イ
ケ
イ
か
）
は
十
六
句
が
入

集
し
て
い
る
。

降
る
と
し
も
見
え
ず
顔
打
つ
夜
の
雪
　
愚
仏

連
載
二
一
回
で
紹
介
し
た
入
集
第
六
位
の
滝
川
愚

仏
の
句
。
ひ
ん
や
り
と
冷
た
い
も
の
が
顔
に
当
た
っ

て
雪
が
降
り
始
め
て
い
た
こ
と
に
気
付
く
と
い
う
、

誰
に
も
経
験
の
あ
る
事
柄
を
句
に
し
て
い
る
。
さ
す

が
に
巧
い
。
類
句
は
あ
り
そ
う
だ
け
れ
ど
。

桔
槹
初
冬
の
天
に
冲
し
け
り
　
鉄
叟

桔
槹
は
ケ
ッ
コ
ウ
／
キ
ッ
コ
ウ
と
も
読
む
が
、
こ

の
場
合
は
訓
読
み
で
ハ
ネ
ツ
ル
ベ
。
冲
は
沖
の
同
字
。

動
詞
に
使
え
ば
〝
空
高
く
上
が
る
〞
の
意
に
な
る
。

ハ
ネ
ツ
ル
ベ
・
シ
ョ
ト
ウ
ノ
・
テ
ン
ニ
・
チ
ュ
ウ
シ

ケ
リ
。
撥
ね
釣
瓶
は
、
梃
子
の
原
理
で
水
を
汲
む
仕

掛
け
。
柱
の
上
に
横
木
を
渡
し
、
一
方
に
釣
瓶
を
、

他
方
に
重
石
を
付
け
る
。
釣
瓶
を
押
し
下
げ
て
桶
に

水
を
入
れ
た
と
こ
ろ
で
手
を
離
す
と
、
重
石
の
重
み

で
釣
瓶
が
撥
ね
上
が
る
わ
け
だ
。
言
葉
遣
い
、
文
字

遣
い
の
こ
と
ご
と
し
さ
は
ど
う
か
と
思
う
が
、
素
材

の
珍
し
さ
が
興
味
を
引
く
。
入
集
は
こ
の
一
句
の
み
。

降
る
程
の
星
を
戴
く
頭
巾
哉
　
苔
花

頭
巾
と
い
う
だ
け
で
は
、
老
若
男
女
い
ず
れ
と
も

定
め
難
い
も
の
の
、「
降
る
程
の
星
を
戴
く
」
と
い

う
せ
っ
か
く
の
背
景
を
生
か
す
の
な
ら
、
雪
岱
や
夢

二
の
絵
に
出
て
き
そ
う
な
、
御
高
祖
頭
巾
の
姿
の
良

い
女
が
似
合
い
だ
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
他
称
の
句
と

し
た
場
合
で
、
頭
巾
が
欲
し
い
よ
う
な
寒
さ
ゆ
え
に
、

冬
星
が
圧
倒
的
な
輝
き
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
自
称

の
句
と
し
て
も
読
め
る
。
苔
花
は
入
集
二
十
句
で
、

蠣
半
荷
フ
ラ
イ
に
す
べ
く
酢
に
す
べ
く

落
も
せ
で
廻
る
木
葉
や
蜘
の
糸

と
い
っ
た
句
も
冬
の
部
に
見
え
る
。
右
句
の
「
蠣
半

荷
」
は
カ
キ
ハ
ン
カ
？
　
振
売
り
の
魚
屋
の
荷
の
半

分
が
牡
蠣
。
そ
れ
を
買
い
占
め
て
、
フ
ラ
イ
に
し
よ

う
、
酢
の
物
に
も
し
よ
う
と
案
じ
て
い
る
場
面
と
読

ん
だ
が
、
自
信
は
無
い
。
な
ん
に
せ
よ
、
明
治
三
〇

年
代
に
、
す
で
に
牡
蠣
フ
ラ
イ
の
句
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
左
句
は
、
オ
チ
モ
セ
デ
・
マ
ワ
ル
・
コ
ノ
ハ

ヤ
・
ク
モ
ノ
イ
ト
。
平
凡
と
い
え
ば
平
凡
。
し
か
し
、

こ
れ
だ
け
印
象
鮮
明
に
詠
め
れ
ば
上
等
だ
ろ
う
。

火
の

番
の

か

ち

と

打
ち

け

り

逢
は

ぬ

恋
　
柴
兮

イラストレーション………霜田あゆ美たかやま・れおな　1968年、茨城県生まれ。俳人。「豈」「翻車魚」
同人、朝日俳壇選者。第21回で予告した通り、「はれのち句もり」
は今回で終了。次号・次々号はお休みさせていただいた上で、少し
趣向を変えて連載を再開するでありましょう。

寒か
ん

柝た
く

を
「
か
ち
と
打
ち
」
鳴
ら
し
た
。
恋
の
物
思
い

に
耽
っ
て
い
た
男
が
、
そ
の
音
に
ハ
ッ
と
顔
を
上
げ

た

―
ま
ず
は
、
そ
ん
な
場
面
に
な
る
。
恋
の
物
思

い
に
耽
る
の
が
男
だ
と
な
ぜ
言
い
切
れ
る
の
か
と
い

え
ば
、「
逢
は
ぬ
恋
」
を
歌
題
の
「
不
逢
恋
（
逢
は
ざ

る
恋
）」
の
取
り
込
み
と
考
え
た
た
め
。
こ
れ
は
、

新
潮
』
の
冬
の
句
よ
り
。
季
語
は

「
火
の
番
」。
火
の
用
心
の
夜
廻
り
が
、

『
俳
諧

思
う
相
手
と
い
ま
だ
逢
え
て
い
な
い
（
男
女
の
関
係
に

な
っ
て
い
な
い
）
恋
を
詠
む
題
で
、
恋
す
る
主
体
は
男

性
と
決
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、
俳
句
は
俳
句
で
あ
っ

て
古
典
和
歌
で
は
な
い
し
、「
逢
は
ぬ
恋
」
と
「
不

逢
恋
」
で
は
言
葉
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
か
ら
、
少
し
ゆ
る
や
か
に
考
え
れ
ば
、
掲
句

の
主
人
公
は
女
性
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
重
要

にしおか・たくや　1956年、京都府生まれ。脚本家。代表作に『ガキ
帝国』『TATTOO〈刺青〉あり』『沈まぬ太陽』『はやぶさ～遥かなる
帰還』、TVドラマ「京都迷宮案内」シリーズ、「返還交渉人」など。

高
山
れ
お
な

二
十
四

は
れ
の
ち
句
も
り
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◆ロンドンブックス（京都・嵐山）フラヌール書店（東京・不動前）ウンベルト（京都・夷川）に10部ずつ置いています

9月24日に岡山県立図書館の沢知恵さんのコンサー
ト「コリアン・ポエムの夕べ　金素雲と茨木のり
子」へゆく。図書館にピアノを搬入できないので、
彼女のアカペラと李昌燮（イ・チャンソプ）さんのチ
ャング。素晴らしかった。往きの京都駅で新幹線か
ら見下ろすと、修学旅行生が列をなして駅に近づい
てくる。みな上は夏の白シャツ下は黒のズボンかス
カート。制服だ。制服は人間を記号化する。区別が
ない。だから戦う兵士は制服だ。ちがいは集団の区
別だけ。スポーツのユニフォームは試合のときだ
け。生徒たちが学ぶのに個性はいらないのか。引率
の先生も白シャツ黒ズボンだった。（日下）

文庫の同名の本（編・金素雲）を、息子と一緒に読
んでいる。朝鮮民話が33編。編者あとがきで、金
素雲さんは日本と韓国の「こころのへだて

4 4 4

」につい
て書いておられる。息子は沢さんの歌をすぐに覚え
る。最近は「誰も知らない」（作詞・谷口俊太郎　
作曲・中田喜直）をくりかえし風呂や布団や通学路
で歌っている。オコソトノ、ホッ！（赤波江）

今
月
の
あ
と
が
き

M ugiwarade 麦藁手と呼ばれる文様のうつわ。
これらは時々自宅で使っているものです。

江戸後期から明治にかけて、六古窯のひとつ瀬戸で
焼かれました。一般的に、縦の縞文様をうつわ全面
に施したものを麦藁手と総称します。瀬戸地方では
徹底した分業制度だったため、絵師は日々繰り返し
縞文様を描いたはずです。反復の中で、人の手だか
らこそ生まれる線の強弱が麦藁手最大の魅力となっ
ています。それに加え、心地よいと感じる色のバラ
ンスを発見したとき、思わず手に取ってしまいます。
骨董の目利きや蒐集、装幀でも著名な青山二郎

（1901～1979）は戦前「むぎわら・くらぶ」という骨董
同好会をつくったそうです。その命名のもとになっ
たのは、古染付麦藁手向付でした（縞模様は呉須一
色で、グリッド状のモジュールとして縦横にあしら
われています）。文士や古美術店の店主からなる同好
会のメンバーは皆、同手の向付を持ち、お茶をすす
っていたというエピソードが残っています。中国・
明朝末の景徳鎮、民窯生まれの古染付には独創的な
デザインが数多くあるのですが、一説によると麦藁
手の意匠は古染付から日本の瀬戸や伊万里へもたら
されたとのこと。そして四百年にわたって絶えるこ
となく、ずっと作り続けられる定番となりました。

沢知恵さんの下北沢ラ・カーニ
ャの秋公演で、沢さんが朗読し
た朝鮮民話「ネギをうえた人」
がおもしろかった。ネギがあっ
て本当によかった！　岩波少年

E.Mori

魚住寧子 タイトルレタリング……ヨコカク（岡澤慶秀）

32

蓋付茶碗　直径11.5cm　蓋を含めた高さ7cm
豆皿　直径6.5cm　深さ1.2cm
蕎麦猪口　直径7.7cm　高さ6.3cm

ウンベルト　Umwelt Textiles & Objects
604-0962　京都市中京区夷川通御幸町西入達磨町588-1

うおずみ・やすこ
1977年、兵庫県姫路市生まれ。Umwelt  Textiles & Objects店主。
学生時代にテキスタイルを学ぶため、デンマークへ留学。帰国後、
古美術店に勤めたのち2012年、京都・夷川通にUmweltを開く。
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カ
メ
ラ
と
歩
く

筒
口
直
弘

記
念
碑
に
会
う

つ
つ
ぐ
ち
・
な
お
ひ
ろ
　
1
9
7
1
年
生
ま
れ
。
カ
メ
ラ
マ
ン
。

9
月
に
『
芸
術
新
潮
』
の
取
材
で
京
都
に
残
る
泰
山
タ
イ
ル
を

撮
影
。
建
物
が
失
わ
れ
取
り
外
さ
れ
た
も
の
も
、
美
し
い
色
と

輝
き
を
保
っ
て
い
た
。

れは東京都東村山市のハンセン病療養所多磨全生園
にかつてあった学校、全生学園（全生分教室）の跡こ

地の片隅にある記念碑です。1979年に最後の卒業生二人
を岡山県長島愛生園の邑久高校新良田教室に送り出し閉校
になりました。自らも入所者であり、補助教員を務め美術
教育に当たっていた氷

ひ

上
かみ

恵介（1923-1984）の発案で、
卒業生と職員たちによって作られました。コンクリートの
土台上の壁面に4センチ×6センチの色様々な陶板を貼り
付けています。目を近づけると模様が刻まれていたり、ガ
ラスを焼き付けてあったり、文字や印を押してあったり、
焼き物として変化を出そうと苦心のあとが伝わってきま
す。背面には校舎のレリーフが嵌められ、沿革や生徒数、
「出発」の文字は卒業生の書であることなど記されていま
す。氷上は「タイルの一枚一枚は一人一人の生き方を表現
したものであり、又関係者の子どもに接してきた熱い思い
を籠めて周囲を固めたものである」と回想記「感傷旅行」
に記しています。画家であり、小説を書き、芝居の演出、
園内誌の編集、陶芸に取り組むなど様々な文化活動を行い
つつ、20代から60歳で亡くなるまで園内に生きました。
ハンセン病資料館でこの春から夏にかけて開かれた「絵

ごころでつながる―多磨全生園絵画の100年」展に何度も

足を運びました。戦後のある時期にはかなり盛んであった
絵画活動、しかし作品そのものはあまり残っておらず、記
録や印刷物で当時をしのびます。個人的に印象的だったの
が、園内誌『多磨』で見ることのできる「作業場」「図書館」
「公会堂」「婦人会館」など、氷上恵介が描く園内風景スケ
ッチ。1960年代前後頻繫に表紙を飾っています。
資料館の図書室で『山桜』『多磨』『姶良野』『芙蓉』『菊

池野』といった各地の療養所の園内誌に掲載された彼の小
説作品を読むことができます。病により自分の容貌が変わ
っていく苦悩、つかのま通った写真学校、療養所内での女
性との出会いと別れ、東京での唯一の肉親である兄との関
係など、フィクションを通して氷上の生な青春時代をうか
がい知ることができます。戦後治療薬プロミンの登場で社
会復帰して行く人も増える中、故郷の家族が離散した氷上
に帰る場所はなく、後半生は全生学園で子供たちを見守り
育てることに注力していたようです。
この碑について「秘かにこれを自分の墓碑と思おう、貧

しく生きてきた自分の存在の証しのためのモニュメントと
しよう」と綴っています。碑名は当初「ここに学校があっ
た」を考えていたそうです。“ここに私がいた” の思いも
込められていたのだろうと感じました。

左から1954年3月号、1963年7月号、1964年12月号



子
が
9
月
で
7
歳
に
な
っ
た
。
誕
生
日
は
、

出
産
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
思
い
出
す
。

息わた
し
は
、
息
子
の
産
声
を
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い

な
い
。
異
常
が
あ
っ
て
泣
か
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
正
常
に
産
ま
れ
て
ち
ゃ
ん
と
泣
い
た
は
ず
。
こ

の
耳
で
、
確
か
に
聞
い
た
は
ず
。
だ
け
ど
、
思
い
出

そ
う
と
し
て
も
思
い
出
せ
ず
、
笑
っ
て
し
ま
う
。

代
わ
り
に
覚
え
て
い
る
の
は
、
出
産
後
、
分
娩
室

に
音
楽
が
流
れ
て
い
た
こ
と
。
そ
れ
が
宮
沢
賢
治
の

「
星
め
ぐ
り
の
歌
」
だ
っ
た
こ
と
。
宮
沢
賢
治
の
詩

に
祝
福
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、
涙
が
出
た
。
分

娩
室
の
隅
に
置
か
れ
た
ラ
ジ
カ
セ
か
ら
流
れ
る
音
楽

は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大
き
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が
し
た

け
ど
、
産
後
の
わ
た
し
の
聴
覚
が
、
過
敏
に
な
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

長
崎
県
の
西
の
端
、
小
さ
な
街
の
産
婦
人
科
で
出

産
し
た
。
2
階
建
て
の
小
さ
な
病
院
。
病
院
の
ま
わ

り
に
は
、
田
ん
ぼ
し
か
な
か
っ
た
。

産
科
医
は
男
の
先
生
が
ひ
と
り
だ
け
。
も
し
帝
王

切
開
を
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
大
病
院
か
ら
麻
酔
医

が
車
を
と
ば
し
て
や
っ
て
く
る
ら
し
い
。

看
護
師
と
助
産
師
は
た
く
さ
ん
い
た
。
み
ん
な
陽

気
で
、
ハ
キ
ハ
キ
と
よ
く
し
ゃ
べ
る
。
先
生
だ
け
が

い
つ
も
無
表
情
で
、
な
か
な
か
目
を
合
わ
せ
て
く
れ

な
い
。
必
要
な
こ
と
だ
け
話
し
た
ら
、
さ
っ
さ
と
い

な
く
な
る
人
だ
っ
た
。

陣
痛
の
あ
い
だ
、
う
ま
く
力り
き

め
ず
ヘ
ロ
ヘ
ロ
に
な

っ
て
い
る
わ
た
し
に
「
あ
な
た
、
力
み
方
が
下
手
で

す
よ
」
と
先
生
は
言
い
放
っ
た
。
無
表
情
で
。
わ
た

し
は
心
の
中
で
「
先
生
、
出
産
し
た
こ
と
な
い
く
せ

に
！
」
と
悪
態
を
つ
い
た
。

結
局
、
頭
が
う
ま
く
産
道
に
入
っ
て
い
な
い
と
判

断
さ
れ
、
帝
王
切
開
で
息
子
は
産
ま
れ
た
。
麻
酔
医

の
先
生
は
、
ほ
ん
と
う
に
猛
ス
ピ
ー
ド
で
や
っ
て
き

て
、
わ
た
し
の
腰
に
麻
酔
を
打
っ
た
。

産
後
の
入
院
中
、
お
腹
の
傷
が
ひ
ど
く
痛
ん
だ
。

ゆ
っ
く
り
休
む
時
間
な
ど
な
く
、
休
め
な
い
こ
と
が

一
番
つ
ら
か
っ
た
。
母
子
同
室
が
基
本
方
針
の
病
院

だ
っ
た
け
ど
、
夜
だ
け
は
息
子
を
新
生
児
室
で
預
か

っ
て
も
ら
い
、
ひ
と
り
で
眠
っ
た
。

3
時
間
毎
に
起
き
、
わ
が
子
に
授
乳
し
に
行
く
。

真
夜
中
の
廊
下
を
、
手
す
り
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
歩
く
。
足
を
少
し
前
に
出
す
だ
け
で
、
傷
が

ビ
リ
ビ
リ
痛
い
。
疲
労
で
全
身
が
痛
い
。
つ
ら
い
。

眠
り
た
い
。
つ
ら
い
。
新
生
児
室
の
方
か
ら
、
赤
ん

坊
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
。
数
人
の
赤
ん
坊
が
一
斉

に
泣
い
て
い
る
の
に
、
ど
の
声
が
わ
が
子
の
泣
き
声

か
、
遠
く
か
ら
で
も
す
ぐ
に
分
か
る
。
や
っ
ぱ
り
産

後
は
、
聴
覚
が
過
敏
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
。
泣
き
声

に
身
体
が
ひ
っ
ぱ
ら
れ
て
い
く
。
自
分
の
痛
み
な
ん

て
、
ど
う
で
も
よ
く
な
っ
て
い
く
不
思
議
。

現
代
医
療
の
力
を
た
く
さ
ん
借
り
て
出
産
し
た
わ

た
し
で
も
、
こ
う
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
「
母
」
に

な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
少
し
前
ま
で
、
東
京
で
働
い

て
い
た
わ
た
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
働
く
わ
た
し

が
、
う
す
く
な
っ
て
、
遠
く
な
っ
て
い
く
。

い
つ
も
無
表
情
の
先
生
は
、
赤
ん
坊
を
見
る
と
き

だ
け
は
別
人
の
よ
う
に
な
っ
た
。
顔
全
体
が
ふ
や
ふ

や
に
な
り
、
目
に
は
や
さ
し
い
光
が
満
ち
て
い
た
。

先
生
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
の
だ
。

退
院
の
日
、「
よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
よ
」
と
わ

た
し
に
言
っ
て
、
先
生
は
す
こ
し
笑
っ
た
（
よ
う
に

見
え
た
）。
数
年
前
、先
生
の
体
調
不
良
を
理
由
に
、

病
院
は
閉
院
し
た
。

と
き
ど
き
思
い
出
す
の
は
、
分
娩
室
の
壁
紙
の
青

い
星
々
。
陣
痛
中
に
聞
こ
え
た
雷
の
音
。
病
院
を
か

こ
む
稲
穂
の
黄
金
色
。
授
乳
室
の
レ
ー
ス
カ
ー
テ
ン

越
し
の
、
夜
明
け
の
秋
の
空
。

文
と
絵
赤
波
江
春
奈

M
Y KID

'S D
IARY

8

忘
れ
た
産
声
、思
い
出
す
こ
と

オリジナリ34号　付録

あかばえ・はるな　1985年、長崎県生まれ。愛知県立芸術
大学卒業。2010年ビーグラフィックス入社。2017年9月出
産。今年の誕生日は、息子からのリクエストでお台場に遊
びに行った。「トリックアート迷宮館」おもしろかった。
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